
 

 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①SSH の取組と各教科
での取組を相関さ
せ、問題解決能力の
育成を図る。 
②新たな教育課程に
基づく生徒の進路実
現を達成するために
指導環境の整備と教
育課程の検証・改善
および生徒の学習体
制の構築を行う。 

①ICT を活用した授業展
開を行い、学習内容の質
を高めるとともに、SSH
の取組と教科の取組を結
びつける。 
②「指導と評価の一体
化」を踏まえた主体的・
対話的で深い学びの視点
からの授業改善を進め、
生徒の自主的な自宅学習
の向上を促す。 

①各教科で、引き続き授
業改善に取り組み、ICT
を効果的に活用する。 
①デジタルポートフォリ
オ等を利用し、生徒一人
ひとりが教科を越えて学
びの総活ができる仕組を
構築する。 
②指導と評価が一体化し
た年間指導計画を整え、
教科を越えて主体的・対
話的で深い学びを実現す
るための授業改善を進め
る。 
 

①各教科で、授業改善に
取り組み、その成果とし
てデジタルポートフォリ
オの活用ができたか。 
②指導と評価が一体化し
た年間指導計画が立てら
れているか。 
②教科を越えた授業改善
が行われたか。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①日々の学校生活や
生徒会活動の場面
で、自発的・主体的
に行動できる人材の
育成を図る。 
②教育相談体制を充
実させ、支援が必要
な生徒に対して柔軟
な働きかけを行う。 

①学校行事や部活動など
学年を越えた集団活動を
通して、個々の役割を自
覚し、それぞれの責任を
果たす姿勢を身に着けさ
せる。 
②支援が必要な生徒の情
報を職員全体で共有し、
すべての生徒が健康で安
全な学校生活が送れる体
制を整える。 
 

①主体となる生徒との連携
を密にし、情報共有を行
い、支援・指導が必要なポ
イントを絞り安全で安心な
活動を保障する。 
②校内での教育相談担当者
を中心に、家庭や SC・SSW
と連携を図りながら課題の
解決をサポートする。 

①健康的で安全な行事が実
施されたか。生徒の主体性
を支援することができた
か。 
②課題を抱える生徒に対
し、様々な視点を持った多
くの職員がかかわることに
よって、多角的に支援する
ことができたか。 

 

３ 進路指導・支援 

①なりたい自分を探
求し、その実現を目
指すための進路行事
や学習活動を充実さ
せる。 
②個別面談、教員研
修を通じ、新たな教
育課程や入試制度に
柔軟に対応すること
のできる支援体制を
構築する。 
 

①生徒の個々の進路目
標を見据えた進路指
導・進路行事を計画
し、その充実を図る。 
②面談や模擬試験の機
会を活用し、生徒の悩
みや進路実現に向けた
適切な支援を行う。 

①生徒が多様な選択肢を
理解し、具体的な進路を
イメージできるような進
路指導・進路行事を計画
し、その充実を図る。 
②模擬試験の振り返りや
面談を通して、生徒の強
みや弱みを把握し、具体
的な対策や学習計画を支
援する。 
 

①適切な時期・内容でキ
ャリアガイダンスを行う
ことができたか。 
②模擬試験の振り返りや
面談を通して、生徒の課
題の把握やフィードバッ
クができたか。 

 

４ 地域等との協働 

①家庭や地域、同窓
会等との協働を進
め、信頼される学校
作りの更なる発展を
目指す。 
②SSH の活動において
他の教育機関や企
業・地域との連携を
強め、コンソーシア
ムの構築を目指す。 

①保護者や地域住民等
と協働・連携した教育
活動や地域貢献活動等
を充実させ、様々な手
段で外部に発信する。 
②SSH 指定の取組につ
いて、地域社会等にＰ
Ｒするとともに、大学
等との連携を強化して
いく。 

①学校ホームページ、学
校説明会、文化祭及び地
域貢献デーなどの行事を
通じて、地域の小中学校
と連携した実績や SSH の
取組について発信する。 
①同窓会活動への理解を
深めるために協働して活
動の改善点を検討してい
く。 
②SSH 運営指導委員であ
る大学教授等の指導・助
言を生徒研究に直接反映
できる仕組を構築する。 
 

①学校ホームページ、学
校説明会、文化祭及び地
域貢献デーなどの行事を
通じて本校の取組を発信
できたか。 
①同窓会と連携し活動へ
の理解が深められたか。
同窓会入会者の数が増え
たか。 
 
②SSH の活動の中で大学
教授等の指導・助言を生
徒研究に反映できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革に向け
て、Teams や ICT 機器
の使用方法を更に思
索し業務の効率化を
図る。 
② 生徒主体の学校行
事等をさらに発展さ
せ、課題発見・解決
能力の育成を図る。 
③社会から求められ
る様々な教育ニーズ
に対応できる教員指
導力の向上を目指
す。 

①業務の効率化に向け
て有用なツールの導入
を検討する。 
①各種の研修を通じ
て、教職員の ICT 活用
スキルを高める。 
②学校行事の際に、ICT
機器を積極的に活用し
ていく。 
③人権や教育相談の視
点から生徒との関わり
を再点検する。 

①一部の科目で試験的に
新たなツールを導入し運
用に向けた準備を整え
る。 
①各種の研修を通じて、
教職員の ICT 活用スキル
を高める。 
②文化祭や陸上競技大会
等で、Teams や Forms 等
を活用し、ペーパーレス
化や円滑な運営を図って
いく。 
③様々な研修会を通して、
人権や教育相談といった視
点から、これまでの教育活
動を見直す機会とする。 
 

①次年度の予算を確保し
本格導入に向けた準備が
できたか。 
①教職員対象の ICT 活用
スキルを高める研修が実
施できたか。 
②Teams や Forms 等を活用
し、連絡やアンケートがス
ムーズに行われたか。 
③研修を通じて、職員の共
通理解が深まったか。 


